








要約:乳幼児のアトピー性皮膚炎(AD)の発症頻度とその発症に対する母乳栄養の影響を,東

京,愛知,京都の 3地区で調査した。AD の発症は,全体で 789 人中 242 人(31%)であった。ア

レルギーの家族歴を有する児に AD の発症が多かった。アレルギーの家族歴がない場合,栄

養法と AD の発症に有意な関係はみられなかったが,アレルギー家族歴がある場合には,AD

の発症は人工栄養児より母乳栄養児に多くみられた。アレルギーの家族歴がある場合,AD

の発症に母乳が関与する可能性が考えられた。 


